
高知県救急医療協議会設置要綱 （案）

（目的）

第１条 この協議会は、高知県内の適正な救急医療を確保するため、救急医療に関する

基本的かつ総合的な諸問題についての研究協議、調整及び審議を行い、救急医療の円

滑な推進を図ることを目的とし、高知県救急医療協議会（以下「協議会」という。）を

設置する。

（協議事項）

第２条 この協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議する。

（１）救急医療体制の整備についての研究協議

（２）病院前救護体制の構築についての研究協議

（３）前２号に掲げるもののほか、救急医療体制の円滑な推進を図るための施策につ

いての協議

（組織・構成）

第３条 協議会の委員（以下「委員」という。）は、次の各号に掲げる機関の救急医療又

は救急搬送に精通する者のうちから知事が委嘱又は任命（以下「委嘱等」という。）す

る。

（１）高知県医師会

（２）第２次救急医療施設 （２次保健医療圏ごとに１名以上）

（３）救命救急センター （救命救急センターごとに１名）

（４）小児救急医療施設

（５）県内消防機関（又は高知県消防長会）

（うち２次保健医療圏ごとに１名の代表を含む。）

（６）救急医療情報センター

（７）高知大学医学部附属病院

（８）県（衛生主管部局１名と消防主管部局１名）

（９）その他の医療機関

２ この協議会に、会長、副会長を置き、委員の互選により選出する。

３ 会長は、会議を代表し、会務を総理する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理する。

（協議会）

第４条 協議会は、必要に応じて会長が召集し、会長がその議長となる。

２ 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ開催することができない。

３ 会長は、必要に応じ関係者の出席を要請することができる。

（部会、小委員会及び専門委員）

第５条 専門の事項を研究協議するため必要があるときは、協議会に部会、小委員会又

は専門委員会を置くことができる。

２ 部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名又は委嘱する。
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３ 部会に部会長を置き、その部会に属する委員の互選により選出する。

４ 小委員会に小委員会長を置き、小委員会長は会長が指名する。

５ 小委員会に属すべき委員及び専門委員は、小委員会長が指名又は委嘱する。

６ 部会長、小委員会長は、それぞれ部会又は小委員会を代表し、会務を総理する。

７ 部会、小委員会の運営については、第４条の規定を準用する。

（事務局）

第６条 協議会の庶務は、高知県健康政策部医療政策課及び危機管理部消防政策課にお

いて処理する。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営その他必要な事項は、会長が委員

に諮り、これを定める。

附 則

この要綱は平成１５年３月３日から施行する。

附 則

この要綱は平成１５年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は平成１５年１０月１日から施行する。

附 則

この要綱は平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は平成２２年２月２２日から施行する。

附 則

この要綱は平成２６年１０月２０日から施行する。

附 則

この要綱は令和 年 月 日から施行する。


